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1 行動規範が必要な理由
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1 | 行動規範が必要な理由

従業員の皆様

当社は全世界で活動し、国際的に業界をリードす
る独立系の家族経営企業であり、日常の業務を推
進する優れた企業風土を備えています。社員を雇用
し、イノベーションや自主性、全世界に広がる 100 

を超える拠点での強いパートナーシップと共に、事
業を推進しています。多くの文化的な領域で活動
し、幅広くさまざまな人々と日常的に交流を行って
います。

この多様性や異種性には共通の土台が必要とな
り、これは長期にわたるドイツ電気電子工業連盟
（ZVEI）の行動規範への参加の中核を成してきた
もので、制約なく継続的に適用されるものです。当
社ではこの土台を構築し、フエニックス・コンタクト
の補足的な行動規範を用いて、より広範な基盤に
配置していきたいと考えております。ここでは私た

ちの行動の法的および道徳上のガイドラインを定
義しており、日常の業務における私たちの価値観を
共有することにも役立ちます。私たちがこれを行っ
ている理由は、それが私たちにとって重要な業務の
結果になるからというだけではなく、それらの結果
を達成するための方法にもつながるからです。

適切な行動を通じて、当社は優れたイメージを築き
上げてきました。これは当社の企業としての成功の
前提条件と考えています。これは私たち1人1人の信
用であり責任でもあります。持続可能な企業の発展
や長期的な企業の自主性を確保するため、当社の
優れた評判を将来にわたって発展させるために、共
に積極的に貢献していきましょう。

エクゼクティブボードメンバー

Frank Stührenberg Axel Wachholz

Torsten Janwlecke

Dr. Frank Possel-Dölken

Ulrich LeideckerDirk Görlitzer
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2 事前に知っておくべきこと
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2.1 行動規範とは

フエニックス・コンタクトの行動規範は、私たち全
員に拘束力があります。それは社内の日常業務や外
部への透明性に関する主要なガイドラインを提供
し、毎日のビジネスにおいてどのように行動するべ
きかという問いに答えます。また、法的な考慮事項
とともに、誠実さや倫理観に関する私たちの期待
も含まれています。

当社のビジネス上の利益と基本方針が相反する場
合、このガイドラインが常に優先されます。例えこ
れによりビジネス取引を失う結果になっても同様で
す。私たちは、誠実さをもって行動し、当社の優れ
た評判を維持することが常に優先されます。

さらに、本行動規範は当社の全社規模のコンプラ
イアンス管理システムの中心であり、上部構造でも
あります。重要なトピックについては本書の中心部
分で述べられ、詳細な規則で詳しく述べられます。

2 | 事前に知っておくべきこと
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2.2 行動規範と企業理念との関係性

当社のパーパス、ミッション、企業文化の基礎は、長年にわ
たり企業理念に記されてきました。それは依然として制限
なく適用され、行動規範にも反映されています。
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2.3 行動規範はすべての従業員のために

行動規範は職位やその他の個人的属性に関わらず、
すべてのフエニックス・コンタクトの従業員に適用
されます。それは就業時間内に適用されます。就業
時間外にも、フエニックス・コンタクトの従業員ま
たは代表として行動する時には必ず、同じ基準を守
るべきです。

行動規範に関する質問や懸念がある場合は、さま
ざまな問合せ先があります。行動規範に対する違
反があったと考える場合も同様です。問合せ先は本
文書の最後に記載されています。

2 | 事前に知っておくべきこと
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3 どのような原則に基づいて
 行動すべきか
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当社の行動規範で説明されている原則に加えて、ZVEIの行
動規範にも署名しており、2005年には国連グローバル・コ
ンパクトの原則にも合意しました。
それぞれの宣言は下記の当社ウェブサイトに公開されてい
ます。

phoenixcontact.com/codeofconduct

3 | どのような原則に基づいて行動すべきか
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3.1 公正な労働条件と社会的責任

当社の意思決定は、工場の門を出た時点で終わる
ものではありません。私たちは社会的責任を認識し
ており、意思決定の際には、株主、従業員、および
幅広い地域社会の利益を考慮します。

• 当社は企業として、人権の尊重をお約束します。
これには具体的に、国際労働機関（ILO）の中核
的労働基準、ならびに国連の子供の権利条約お
よび人権条約が含まれています。とりわけ、強制
労働および児童労働の廃止を支持します。

• 当社は、労働時間、従業員の権利、休暇、最低賃
金、労働衛生および安全規制など、また共同決定
や参加の権利に関しても、関連する欧州や現地
の規制および社会的基準に従います。

• 当社は、従業員の基本的人権の尊重を保証する
ことに加え、当社のサプライチェーン全体にわた
って適切な基準に準拠するよう努力します。

• 当社は、特に、確固たる成長を可能にし、安定し
た雇用を創出することによって、社会的責任を果
たします。さらに、熟練した労働者に資格を与え
るためのトレーニングや継続的な教育も重視し
ます。
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3 | どのような原則に基づいて行動すべきか

3.2 日常業務における敬意と誠実さ

礼儀正しく、公正で誠実なアプローチは、相手と対
話する上で私たちの基本となるものです。

• 私たちの対話は、公正で礼儀正しく、思慮深い
アプローチ、平等の権利、機会均等を特徴としま
す。

• 私たちは1人1人の尊厳を尊重します。いじめや軽
蔑など、他者に対する不適切な行動には強く反対
します。

• 人種、種族的出身、性別、宗教または信念、障害、
年齢、性同一性、またはその他のいかなる理由に
基づく差別も容認しません。



14 PHOENIX CONTACT

3.3 労働安全衛生と健康の維持

当社は、従業員と共に、安全かつ健全な労働環境を
維持します。

• 当社は、事故やケガを予防し、従業員が健康かつ
安全に働ける環境作りを促進します。

• 一方で従業員の皆様には、健全かつ安全な労働
環境の維持・促進に積極的に尽力していただき
ます。特に、就業規則に規定されるような安全に
関わる条項を遵守し、従業員本人のみならず同僚
へも同様に配慮してください。

• 不適切な安全に関する基準、危険な労働条件、
労働衛生および安全規制への違反には注視し、
予防的措置を取ることができるようにします。

• 改善が必要な場合は、積極的に注意喚起を行い
ます。
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3 | どのような原則に基づいて行動すべきか
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3.4 環境保護とエコロジー

資源を大切に使うという考え方は、私たちすべての
行動に反映されています。

• 持続可能なビジネスを維持するための一環とし
て、当社は関連する環境保護基準および規制を
満たします。

• さらに、当社の配慮や活動において、環境適合
性、資源の効率的利用、気候保護には高い優先
順位が与えられます。

• 天然資源は責任を持って使用し、エネルギーお
よび環境管理プログラムに積極的に取り組みま
す。

3.5 データ保護

当社は、当社を信頼して個人データを委ねるすべて
の人々を保護します。

• データ保護は、他の問題の中でも特に、ドイツの
憲法で保証されている権利および欧州連合法の
原則でしっかりと確立されており、一般的なプラ
イバシー権利の保護に役立ちます。そのため、当
社は個人データの保護を非常に重要であるとみ
なしています。

• データ保護を保証するため、当社グループ企業内
で他の模範となる適切なデータ保護を確保し、さ
らに発展させることを目的として、社内規定を作
成しています。

• 当社では、データ保護を他と切り離して考えるの
ではなく、すべての関係者を考慮したソリューシ
ョン志向の対応策を講じます。そのような行動の
中で疑念が生じた場合は、情報における個人の自
律性を優先します。
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3 | どのような原則に基づいて行動すべきか

3.6 情報セキュリティ

情報セキュリティは、当社および当社が処理するデ
ータに対して適切な保護レベルを確保する上で非
常に重要です。

• 高性能なITシステムを運用することは、日常業務
には欠かせません。さらに、それはデジタル化の
分野で革新的なソリューションを提供する企業と
しては当然のことです。そのため、インフラ保護
も同様に重要です。

• ITシステムとビジネスデータのセキュリティの原
則は、情報セキュリティに関する当社の指令およ
び国際的なIT規格によって統制されます。そのた
め当社はそれらを理解し従います。

• 情報セキュリティは電子システムの使用に限りま
せん。これらのシステム以外にも、私たちは常に
必要な気配りをもって行動していきます。
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3 | どのような原則に基づいて行動すべきか

3.7 ビジネス取引における誠実さと公正さ

当社は自由競争の誠実さを尊重し保護します。 • 汚職や賄賂の授受は一切許容しません。具体的
には、不当な利益や賄賂の授受が含まれます。

• ビジネスパートナーと取引をする際、当社は汚職
や不誠実な商行為に見えるようなことも回避し
ます。

• ビジネスパートナーとのつながりを、個人的利益
のために利用することはありません。

• 自由競争を制限することを意図する、いかなる種
類の商行為も固く拒否します。この目的で、特に
独占禁止法の規制には完全に同意します。

• また、競合他社とも礼儀正しく公正な取引を維持
します。これは私たちがフエニックス・コンタクト
を宣伝する方法にも適用されます。
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3.8 利益相反の取扱い

当社はいかなる利益相反も回避するよう努めます。
あるいは少なくともそれを開示します。

• 当社は常に、私的利益とビジネス上の利益との間
の相反を回避するよう努めます。

• 利益相反を避けるため、明確な意思決定プロセ
スと、異なる利益の明確な分離があることを確
実にします。

• 利益相反が回避不可能な場合、当社はそれを事
前に公開し、確実に適切に対応します。
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3 | どのような原則に基づいて行動すべきか

3.9 品質と製品の安全性

当社の指針は、お客様にご満足いただけること、そ
して当社との取引における充足感を感じていただく
こと、にあります。これは製品の品質のみに適用さ
れるものではありません。

• 当社が提供する製品とソリューションには、高い
基準を設けています。この点において当社では、
品質のみならずイノベーションにも重点を置いて
います。当社はこれを、将来への革新的な道筋で
あると考えます。単に満足させるだけではなく、
感動を与えるソリューションを生み出します。

• お客様には、当社から高品質で欠陥のないソリュ
ーションや製品を調達する権利があります。当社
は常に、プロセスをこの目標に合わせて調整しま
す。ここでは、特に製品の安全性が非常に重要で
す。

• 当社の目的は、関係する製造プロセスとビジネス
プロセスからアフターサービスまでの、包括的か
つ効果的な品質管理システムを確保することで
もあります。



22 PHOENIX CONTACT

3.10 国際貿易

国際貿易を行う場合、国内および海外の規制に従
います。

• 輸出規制、制裁措置、禁輸措置は、国際貿易の枠
組みにおいて重要な要素です。

• 当社は国際貿易活動が、いかなる関連規制にも
違反しないことを保証します。

3.11 情報と専門知識の保護

情報や専門知識は、企業の成功の礎です。私たち自
身や第三者のどちらにも当てはまります。

• 情報、専門知識、知的財産は、企業活動の成功に
おいて非常に重要な役割を果たします。そのため
当社では、それぞれの情報を取り扱う際に適切な
注意を払うことに重きを置いており、適切な保護
措置を講じます。

• 特に当社は、例えばPhoenix Contact GmbH & 

Co. KGの就業規則（Work Regulations）に規定
されているように、情報の移動に関する規制、な
らびに業務上およびビジネス上の機密に関する
機密保持の義務に従います。

• また、当社は、第三者の機密情報、専門知識、お
よび知的財産についても尊重します。これらを適
切な事前の許可を得ずに、調達したり使用したり
することはありません。
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4 問合せ先
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フエニックス・コンタクトグループの行動規範に関し
て何かご質問はありますか。特定の問題を判断する
際のサポートが必要ですか。記載されたトピックま
たはそれ以外に関して、特に懸念されていることは
ございますか。懸念事項に関しては、適切な問合せ
先を紹介したいと思います。

当社のオープンなコミュニケーション文化の枠組み
内で、懸念に関しては、まず、率直なアプローチで
直接対処する必要があります。当然のことながら、
適切な連絡先を選択することは個々の懸念内容に
密接に依存するため、これはすべての場合で可能な
わけではありません。問合せ先を選択することは、
最終的には個人の責任となります。

4 | 問合せ先
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取締役（左から）
Axel Wachholz,

Torsten Janwlecke,

Frank Stührenberg,

Dr. Frank Possel-Dölken,

Dirk Görlitzer,

Ulrich Leidecker

4.1 フエニックス・コンタクトの問合せ先

当社の経営チームと統括マネージャー
懸念に関しては、いつでも直属の上司に相談する
ことができます。また、懸念について統括マネー
ジャー（General Manager）に相談することも可能
です。

コンプライアンス組織
所属部門内にコンプライアンス担当者がいる
場合は、このコンプライアンス組織（Compliance 

Organization）の問合せ先に連絡し、懸念につい
て相談することができます。一元的には、企業
コンプライアンス管理（Corporate Compliance 

Management）に連絡することができます。

人事部門
多くの問題に関する問合せ窓口は、人事管理
（Human Resources Management）部門にありま
す。イントラネットの該当ページに、主な問合せ先
が記載されています。

法務部門
特に法的なアドバイスが必要な場合は、法務部門
に問い合わせることもできます。

企業ファシリティマネジメント
企業ファシリティマネジメント（Corporate Facility 

Management）は、環境保護やエコロジーに関する
あらゆる質問や懸念を取り扱います。

内部通報制度
さらに、フエニックス・コンタクトでは、懸念に関す
る機密性が非常に重要な場合のための内部通報制
度も設けています。
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4 | 問合せ先

4.2 内部告発者の保護

当社では、内部告発者は客観的かつ適切な情報を
提供することにより、当社の主要なガイドラインの
順守への貢献者、とみなします。そのため、当社は、
内部告発者やその懸念を、特に偏見や報復行為か
ら保護します。また当社は機密保持に関するあらゆ
る要請を尊重します。
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